
　　
　

先
の
総
選
挙
で
示
さ
れ
た
国
民
の

民
意
と
政
権
交
代
の
意
義
に
つ
い
て
、

ま
た
、
民
主
党
新
政
権
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
脱
官
僚
依
存
・
政
治
主
導
」
に

つ
い
て
、
知
事
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　

三
百
を
超
え
る
議
席
数
を
獲
得
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
新
政
権
が
多
く
の

国
民
か
ら
大
き
な
負
託
を
受
け
た
こ
と

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
政
権
政

党
と
し
て
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

国
民
の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。
そ
の
際
、
地
方
に
か
か
わ
る

こ
と
に
関
し
て
は
、
地
方
の
意
見
を
聞

い
て
い
た
だ
き
、
私
と
し
て
も
、
ど
ん

ど
ん
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

ま
た
、
県
の
行
政
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
職
員
の
能
力
を
引
き
出
し
、
生
か

し
な
が
ら
一
緒
に
働
く
「
チ
ー
ム
ス
ピ

リ
ッ
ト
」
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

が
県
民
の
た
め
に
な
る
と
考
え
る
。
国

に
お
い
て
も
、
政
治
主
導
で
行
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
官

僚
の
能
力
を
う
ま
く
引
き
出
し
、
国
民

の
期
待
に
応
え
る
政
治
を
実
現
し
て
ほ

し
い
。

　
　

不
正
経
理
問
題
の
解
決
に
向
け
て

の
決
意
と
、
防
止
策
や
仕
組
み
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　

不
適
切
な
経
理
処
理
が
発
生
し
た

原
因
と
し
て
、
職
員
の
公
僕
と
し
て
の

自
覚
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
が
欠

如
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
知
事
直
轄
の
「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
担
当
組
織
」
を
設
置
し
、
職

員
の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
第
三
者
の
視
点
を
生
か
す
た
め
、

外
部
有
識
者
を
加
え
た
組
織
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
再
発
防
止
策
を
徹
底
し
、

特
別
監
察
機
能
を
有
す
る
新
た
な
組
織

と
し
て
十
月
一
日
に
「
特
別
監
察
室
」

を
設
置
し
た
。
再
発
防
止
策
の
立
案
、

実
行
、
評
価
及
び
指
導
、
平
成
二
十
年

度
分
の
追
加
調
査
や
平
成
二
十
一
年
度

分
の
特
別
監
察
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

　

不
正
経
理
問
題
に
関
し
て
は
、
「
森

田
県
政
で
は
、
決
し
て
許
さ
な
い
し
、

決
し
て
や
ら
せ
な
い
」
と
い
う
、
強
い

決
意
で
臨
ん
で
い
る
。
今
回
の
よ
う
な

不
祥
事
は
二
度
と
起
こ
さ
な
い
と
肝
に

銘
じ
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
県
民
の
信

頼
を
回
復
す
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　

国
の
一
次
補
正
予
算
が
凍
結
さ
れ

た
場
合
、
県
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
り
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

本
県
で
は
、
国
の
一
次
補
正
予
算

に
対
応
し
、
介
護
・
福
祉
等
の
緊
急
的

な
課
題
に
応
じ
る
た
め
の
基
金
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
な
予
算
を

計
上
し
た
。

　

予
算
が
凍
結
さ
れ
た
場
合
、
市
町
村

や
関
係
団
体
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
国
知
事
会
と
し
て
地

域
の
実
態
に
配
慮
を
行
う
よ
う
、
国
に

対
し
要
請
を
行
っ
た
。
今
後
も
、
国
の

動
向
に
よ
り
市
町
村
等
に
お
け
る
事
業

実
施
や
県
民
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
て
い

く
。

　
　

地
震
防
災
戦
略
の
策
定
を
受
け
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
減
災
施
策
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　

長
期
的
な
行
動
計
画
で
あ
る
地
震

防
災
戦
略
に
基
づ
き
、

①
予
防
対
策
と
し
て
、
耐
震
関
連
補
助

事
業
や
、
耐
震
相
談
会
の
開
催
な
ど

に
よ
る
住
宅
の
耐
震
化
率
の
ア
ッ
プ

②
応
急
対
策
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護

者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
全
市
町
村
で

の
策
定

③
復
旧
・
復
興
対
策
と
し
て
、
被
災
し

た
市
街
地
や
都
市
基
盤
施
設
等
の
迅

速
な
復
興
対
策
の
検
討

な
ど
を
行
い
、
地
震
被
害
の
半
減
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
、
戦
略
に
掲
げ
る
減
災
目
標

や
実
現
可
能
と
な
っ
た
施
策
を
、
「
地

域
防
災
計
画
」
に
反
映
さ
せ
、
国
、
市

町
村
、
防
災
関
係
機
関
、
県
民
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
た
対
策

を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
戦
略
の
計

画
期
間
は
十
カ
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
年
か
ら
五
年
を
目
途
に
見
直
し
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
　

改
正
消
防
法
に
基
づ
く
「
傷
病
者

の
搬
送
及
び
受
け
入
れ
の
実
施
基
準
」

の
内
容
及
び
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

　
　

実
施
基
準
の
内
容
と
し
て

①
傷
病
の
種
類
や
症
状
に
応
じ
た
医
療

機
関
の
リ
ス
ト

②
救
急
隊
が
傷
病
者
の
状
況
を
確
認
し
、

医
療
機
関
リ
ス
ト
か
ら
搬
送
先
を
選

定
す
る
ル
ー
ル

③
救
急
隊
が
医
療
機
関
に
対
し
、
傷
病

者
の
状
況
を
伝
達
す
る
た
め
の
統
一

的
な
ル
ー
ル

④
搬
送
先
が
速
や
か
に
決
定
し
な
い
場

合
の
、
確
保
を
担
保
す
る
た
め
の
ル

ー
ル

等
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
救
急
搬
送
に
要
す
る

時
間
が
短
縮
さ
れ
、
救
急
患
者
の
救
命

率
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
あ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
　

八
ッ
場
ダ
ム
建
設
中
止
に
よ
る
千

葉
県
へ
の
影
響
と
、
知
事
の
見
解
は
ど

う
か
。

　
　

中
止
さ
れ
た
場
合
、
治
水
面
で
の
、

既
存
の
利
根
川
上
流
ダ
ム
群
の
約
六
割

に
相
当
す
る
洪
水
調
節
容
量
を
持
つ
八

ッ
場
ダ
ム
の
効
果
が
期
待
で
き
な
く
な

り
、
本
県
に
と
っ
て
、
そ
の
影
響
は
大

き
い
。

　

ま
た
、
利
水
面
で
は
、
将
来
渇
水
等

の
緊
急
時
に
断
水
や
減
水
、
操
業
短
縮

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
県
民
の
日

常
生
活
や
企
業
の
経
済
活
動
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
。

　

八
ッ
場
ダ
ム
は
、
本
県
は
も
と
よ
り

利
根
川
下
流
の
関
係
都
県
に
と
っ
て
、

必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
り
、
そ
の
必

要
性
や
歴
史
的
経
過
の
重
さ
を
考
慮
す

る
と
、
担
当
大
臣
に
は
、
政
策
変
更
に

対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
た
上
で
、

方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
た
だ
き
た
か

っ
た
と
思
う
。

　
　

北
総
鉄
道
の
運
賃
値
下
げ
に
向
け

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　
　

今
回
の
値
下
げ
要
請
は
、
県
民
・

市
民
の
熱
い
情
熱
が
ま
と
ま
っ
た
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
の
で
、
不
退
転
の

決
意
で
臨
ん
で
い
き
た
い
。

　

今
後
、
関
係
市
村
と
一
丸
と
な
り
、

運
賃
値
下
げ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

今
後
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
患
者
が
増
加
し
、
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
が
不
足
し

た
場
合
に
備
え
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

　
　

秋
か
ら
冬
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
患
者
の
さ
ら
な
る
増
加
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、

①
感
染
予
防
の
重
要
性
の
周
知

②
流
行
状
況
の
把
握
と
正
確
な
情
報
提

供
③
適
切
な
医
療
提
供
が
で
き
る
体
制
の

整
備

④
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の

追
加
備
蓄

等
の
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

国
が
示
す
具
体
的
な
指
針
に
沿
い
、
適

切
な
対
応
を
講
じ
て
い
く
。

　

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
の

流
通
量
が
、
不
足
ま
た
は
不
足
の
恐
れ

が
生
じ
た
場
合
、
県
備
蓄
分
に
つ
い
て

千
葉
県
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
で
放

出
を
決
定
し
、
治
療
に
当
た
る
医
療
機

関
に
供
給
す
る
。

　
　

「
学
校
等
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び

「
学
校
欠
席
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

「
学
校
等
に
お
け
る
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
、

各
学
校
な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
日
常
の

予
防
策
や
、
患
者
発
生
時
の
対
応
等
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、

①
基
礎
疾
患
を
有
す
る
児
童
生
徒
の
把

握
や
予
防
の
徹
底

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
の
各

種
連
絡
体
制
の
あ
り
方

③
学
校
等
の
臨
時
休
業
の
基
本
的
な
考

え
方
と
学
習
支
援

④
各
種
行
事
の
実
施

等
に
つ
い
て
、
県
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
、
示
し
て
い
る
。
な
お
、
必

要
に
応
じ
て
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
改

定
し
て
い
く
。

　

「
学
校
欠
席
者
情
報
収
集
シ
ス
テ

ム
」
と
は
、
各
学
校
が
症
状
別
の
欠
席

状
況
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
力
す
る

こ
と
に
よ
り
、
全
県
下
の
学
校
に
お
け

る
患
者
の
集
団
発
生
、
臨
時
休
業
状
況

等
を
監
視
・
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
級
閉
鎖
や
出

席
停
止
等
の
報
告
事
務
も
大
幅
に
簡
素

化
さ
れ
る
。

　

今
後
、
県
で
は
、
市
町
村
教
育
委
員

会
、
保
健
所
及
び
学
校
医
等
と
こ
の
シ

ス
テ
ム
で
情
報
を
共
有
し
、
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　
　

「
ふ
る
さ
と
ち
ば
若
者
自
立
支
援

事
業
」
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
は

ど
う
か
。

　
　

ニ
ー
ト
な
ど
の
若
年
無
業
者
に
、

職
場
体
験
や
見
学
を
通
じ
、
仕
事
の
楽

し
さ
や
働
く
こ
と
の
達
成
感
な
ど
を
実

感
し
て
も
ら
い
、
就
業
意
欲
を
高
め
、

早
期
就
労
を
促
す
。

　

具
体
的
に
は
、
就
業
支
援
に
理
解
の

あ
る
企
業
と
連
携
し
、
職
場
見
学
や
若

手
社
員
と
の
交
流
、
作
業
体
験
な
ど
か

ら
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　

「
千
葉
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　

経
済
情
勢
の
悪
化
で
、
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
々
の
生
活
の
安
定
と

再
就
職
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
、

七
月
三
十
日
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
前
に
開
設

し
た
。

　

九
月
末
現
在
、
約
四
百
人
の
利
用
が

あ
り
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

今
後
、
関
連
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
求
職
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
相
談
業
務
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
。

　
　

「
千
葉
県
の
教
育
を
元
気
に
す
る

有
識
者
会
議
」
で
は
、
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

九
月
二
十
八
日
の
第
一
回
目
の
会

議
で
は
、
各
委
員
の
教
育
に
対
す
る
基

本
的
な
考
え
方
や
検
討
の
進
め
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

主
な
論
点
と
し
て
、
道
徳
教
育
の
充

実
、
学
力
や
体
力
の
向
上
、
伝
統
文
化

の
奨
励
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
家
庭
教
育
や
心
の
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
臨
時
委
員

に
も
参
加
い
た
だ
き
、
協
議
を
深
め
て

い
き
た
い
。

　

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
会
議
の

提
言
を
踏
ま
え
、
教
育
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
、
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

特
別
支
援
学
校
の
過
密
化
対
策
の

観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
分
校
・
分
教
室
事
業
の
過
密
化
解
消

効
果
は
ど
う
か
。

　
　

柏
特
別
支
援
学
校
の
流
山
分
教
室

の
平
成
二
十
一
年
四
月
開
設
に
よ
り
、

十
九
名
の
定
員
増
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
二
十
二
年
四
月
開
設
予
定
の
流
山

高
等
学
園
第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
や
市
原
特

別
支
援
学
校
・
我
孫
子
特
別
支
援
学
校

の
分
校
を
合
わ
せ
る
と
、
今
後
三
年
間

で
、
四
百
八
名
の
過
密
化
が
解
消
さ
れ

る
。

知
事
の
政
治
姿
勢

不
正
経
理
問
題

財

政

防

災

改
正
消
防
法

八
ッ
場
ダ
ム

就

労

支

援

教

育

北
総
鉄
道
問
題

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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